
はじめに
倫理委員会では、2023 年 9月 29 日(金)に臨時

研究WG(全体)(会場出席者 10 名、Web 参加 7
名)を、かでる 2・7の 1010会議室にて、2023年
12 月 13 日(水)に第 3 回研究WG(全体)(会場出
席者18名、Web参加4名)を、かでる2・7の730
研修室にて開催いたしました。また、各小WG活
動は過去班が 8/23(水)・10/20(金)に、現在班が
8/30(水)・10/25(水)に、未来班が 7/10(月)・
10/16(月)に活動しましたので報告いたします。
1．令和 5年度臨時研究WG(全体)
(1)冨澤委員長挨拶・黙祷
冒頭に 8 月に御逝去された今井相談役に哀悼の

意を表するため出席者全員で黙祷を捧げました。ま
た、冨澤委員長から活発な議論がなされるよう開催
の挨拶が行われました。
(2)技術士全国大会北海道・札幌(第 1分科会)
第 1 分科会(技術者倫理)のテーマを幹事会で検

討し、その結果を出席委員で討論した結果、テーマ
は「技術者よ、大志を抱け ～過去から現在そして未
来へ～」に決定いたしました。

また、内容は講演 3編とし、講演 1が日本技術士
会総括本部倫理委員会の塩原亮一委員長、講演 2が
北海道大学大学院文学研究科蔵田伸雄教授、講演 3

が我々北海道本部倫理委員会の研究活動講演とする
こととなりました。
(3)第 49回技術士全国大会 技術者倫理情報連絡会
2023 年 11 月 17 日に開催される技術者倫理情

報連絡会に冨澤委員長・佐々木幹事長・中埜渡幹事
が会場参加、山本幹事・佐藤幹事がWebで参加す
ることになりました。また、佐々木幹事長より事前
に送付する北海道本部倫理委員会の活動報告書の内
容についての説明がありました。
(4)第 14回技術者倫理フォーラム
2024 年 7月 5日(金)を開催予定として、基調講

演を小樽商科大学の泉貴嗣准教授に依頼し、WG活
動報告は技術士全国大会の第 1 分科会のプレ発表
とすることに決定いたしました。
(5)小WGの活動内容について
来年の技術士全国大会・第 1分科会及び技術者倫

理フォーラムでの発表に向け、過去・現在・未来班
の発表内容が統一的な方針のもとに作成すること及
び各小WGが横断的連携を図るとともに、全委員
が発表内容に関して共通認識を持って1年間活動し
ていく必要があることについて説明がありました。
2．令和 5年度第 3回研究WG(全体)
(1)技術士全国大会北海道・札幌(第 1分科会(技術
者倫理)・技術者倫理情報連絡会)
第 1 分科会(技術者倫理)の詳細な実施内容につ

いて討議を行い、タイムテーブル案・予算案・会場
案を決定いたしました。タイムテーブル案は下記の
ようになっています。
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図-1 臨時研究WG(全体) 会議状況



また、統括本部倫理委員会が主催で実施される技
術者倫理情報連絡会の開催場所や時間・実施内容に
ついても討議を行いました。
(2)技術士全国大会愛知・中部参加報告
2023 年 11 月 17 日に開催された技術者倫理情

報連絡会に冨澤委員長・佐々木幹事長・中埜渡幹事
が参加しました。佐々木幹事長より議事録等が配布
され、当日の様子について報告がありました。また、
翌日の第 2分科会に佐々木幹事長・中埜渡幹事が参
加し分科会運営状況についても報告がありました。

(3)小WG(過去班・現在班・未来班)活動報告
①過去班
岡田委員発表の「広井勇に見る近代土木技術者の

倫理観とその系譜」と斎藤委員発表の「倫理と宗教
2023」の内容について概略の説明がありました。

②未来班
佐藤幹事・小川幹事及び高橋委員・永井委員等の

話題提供内容及びそれらに関する討議内容について
説明がありました。

③現在班
現在班では討議するテーマを決めている段階でこ

こまでの問題点をまとめると、a)現在班の議論すべ
き期間が高度成長期後～現在で妥当であろうか、b)
【技術者が保持すべき倫理観】と【企業倫理】のずれを
テーマとしたが、他に良い着眼点はないか、c)企業
倫理だけが現代技術者の葛藤の原因としてよいか、
といった内容で討議が進められていました。
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図-2 過去班の活動状況説明資料

写真-1 技術者倫理情報連絡会(2023.11.17)

図-3 未来班の活動状況説明資料

図-4 現在班の活動状況説明資料



④各班の横断的連携について
冨澤委員長より以下のように各班の横断的連携の

実施についての説明がありました。

技術士全国大会北海道・札幌の第 1分科会にて北
海道本部倫理委員会で講演を行うこととしたので、
各小WGが横断的に連携して講演内容を検討して
いく必要があります。これまでに我々が活動してき
た内容の中から「志向倫理」を各小WG3 班の横断
的なテーマとすることについて今後議論を深めてい
くこととなりました。

おわりに
第 14 回技術者倫理フォーラムを令和 6 年 7 月

5日(金)に開催予定です。倫理委員会としてはハイ
ブリッド開催することを基本的方針としています。
詳細は EPOやホームページを通じてお知らせする
ことになるかと思いますので、そちらをご確認くだ
さい。みなさんの参加をお待ちしております。
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図-5 各班の活動方向性

過去・現在・未来班の活動は非常に多岐で熱心
な成果を導く内容である。今後の技術者倫理
フォーラムなどに向け鋭意活動を継続していきた
い。小WG3班は全て連携している認識を持ち、
その成果を「倫理委員会委員全員で情報共有する
方法」を検討する必要がある。例えば、議事録を
都度メールで流しても良いし、クラウド等で示し
ても良い。また、今後、変更しても良いので「各班
活動方向性の表」を埋めて頂きたい。また、他の
班会議にも積極的に参加することも良いと考え
ます。
なお、全員で各小WGの議事を共有すること

を前提とする委員会でありたいと思います。それ
が、多くの成功に繋がる方向・価値がありますし、
ʡ信義則ʡ内で如何なる議論も切り捨てないで＝
正着がなくても、最低限、備忘録とする等の活動
が望ましいとも考えています。倫理委員会は継続
して活動するため、幹事会はぜひ闊達に活動する
ことをお願いします。ただし、本業及び自己の体
の優先だけは忘れないようにしましょう。

図-6 現在班及び未来班での志向倫理に関する説明資料




